
「
　
氷
　
壁
　
」
　
論

－
「
孤
独
」
と
　
「
信
頼
」

は
じ
め
に

井
上
靖
の
「
氷
壁
」
（
昭
3
1
・
‖
・
2
4
～
3
2
・
8
・
2
2
r
朝
日
新
聞
」
）
は
、

い
わ
ゆ
る
ナ
イ
ロ
ン
・
ザ
イ
ル
事
件
に
材
を
取
っ
た
小
説
で
あ
る
。
昭
和
三
十

年
一
月
二
日
、
前
穂
高
東
壁
に
お
い
て
岩
稜
会
パ
ー
テ
ィ
の
ナ
イ
ロ
ン
・
ザ
イ

ル
が
切
れ
、
メ
ン
バ
ー
の
若
山
五
朗
氏
が
墜
死
し
た
。
以
来
、
遭
難
者
側
は
ナ

イ
ロ
ン
・
ザ
イ
ル
に
欠
点
が
あ
る
こ
と
を
主
張
し
続
け
た
の
に
対
し
、
ザ
イ
ル

メ
ー
カ
ー
の
東
京
製
鋼
は
大
阪
大
学
教
授
篠
田
軍
治
氏
を
責
任
者
に
し
て
、
ナ

イ
ロ
ン
・
ザ
イ
ル
の
強
度
を
誇
示
す
る
か
の
よ
う
な
公
開
実
験
を
行
い
、
両
者

の
問
に
論
争
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。
そ
の
ナ
イ
ロ
ン
・
ザ
イ
ル
に
関
わ
る
遭
難

と
論
争
の
事
件
に
つ
い
て
、
井
上
靖
は
登
山
家
の
安
川
茂
雄
か
ら
送
ら
れ
た

r
ナ
イ
ロ
ン
・
ザ
イ
ル
事
件
J
（
昭
3
1
・
7
、
着
稜
会
）
と
題
す
る
報
告
書
を
読

ん
で
興
味
を
覚
え
、
遭
難
パ
ー
テ
ィ
の
一
人
で
あ
っ
た
石
原
国
利
氏
や
、
若
山

五
朗
氏
の
実
兄
で
、
r
ナ
イ
ロ
ン
・
ザ
イ
ル
事
件
」
の
筆
者
で
あ
る
石
岡
繁
雄

高

　

木

　

伸

　

幸

氏
ら
岩
稜
会
の
面
々
に
も
詳
し
く
話
を
聞
き
、
「
氷
壁
」
の
筆
を
執
っ
た
の
で

（1）
あ
る
。こ

れ
ま
で
こ
の
実
際
に
起
こ
っ
た
ナ
イ
ロ
ン
・
ザ
イ
ル
事
件
が
、
「
氷
壁
」

に
如
何
な
る
形
で
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
の
か
、
詳
し
く
論
じ
ら
れ
て
き
た
と

は
言
い
稚
い
。
例
え
ば
、
福
田
宏
年
氏
は
「
解
説
」
（
新
潮
社
版
r
井
上
靖
小

説
全
集
」
1
3
、
昭
4
8
・
8
）
や
「
増
補
井
上
靖
評
伝
覚
」
（
平
3
・
1
0
、
集
英

社
）
で
、
石
岡
繁
雄
氏
の
「
前
穂
高
に
弟
を
失
う
」
（
昭
3
3
・
3
「
講
座
」
第

二
号
）
と
題
す
る
文
章
を
参
考
に
、
そ
の
「
事
件
の
概
要
」
を
記
し
て
い
る
が
、

そ
れ
ら
に
お
い
て
モ
デ
ル
と
小
説
と
の
関
係
に
深
く
立
ち
入
っ
た
考
察
は
為
さ

（2）

れ
て
お
ら
ず
、
あ
く
ま
で
事
実
の
簡
略
な
紹
介
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
ま
た
木

谷
喜
美
枝
氏
は
「
r
氷
壁
」
の
世
界
」
（
昭
6
1
・
5
r
現
代
文
研
究
シ
リ
ー
ズ
1
6

井
上
靖
」
）
で
、
前
穂
高
東
壁
で
の
遭
難
の
事
実
を
確
認
し
っ
つ
、
小
説
の
モ

チ
ー
フ
を
分
析
し
て
い
る
が
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
そ
こ
で
参
考
に
用
い
ら
れ

た
新
開
記
範
に
や
や
不
正
確
な
部
分
が
存
す
る
故
に
、
こ
れ
も
必
ず
し
も
適
切
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な
考
察
に
な
り
得
て
い
な
い
。
「
氷
壁
」
　
に
お
け
る
井
上
靖
の
意
図
を
把
握
す

る
た
め
に
も
、
モ
デ
ル
と
小
説
と
の
よ
り
正
確
で
具
体
的
な
比
較
検
討
を
行
う

必
要
が
あ
ろ
う
。

私
は
本
論
の
執
筆
に
あ
た
っ
て
、
石
岡
繁
雄
氏
に
直
接
当
時
の
お
話
を
伺

T
こ

い
、
「
ナ
イ
ロ
ン
・
ザ
イ
ル
事
件
」
　
の
コ
ピ
ー
を
手
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
た
。

同
書
は
岩
稜
会
の
主
張
を
記
し
た
本
文
篇
7
4
頁
と
、
9
8
項
H
に
及
ぶ
資
料
を
掲

載
し
た
関
係
資
料
篇
2
1
0
頁
と
よ
り
成
る
合
計
全
2
8
4
頁
の
ガ
リ
版
刷
り

の
報
告
書
で
あ
る
。
同
書
を
手
が
か
り
に
作
者
の
材
料
の
活
用
の
方
法
を
明
ら

か
に
し
つ
つ
、
「
氷
壁
」
　
の
モ
チ
ー
フ
を
考
え
て
み
た
い
。

結
論
を
先
に
記
す
と
、
「
氷
壁
」
は
、
登
撃
中
に
ナ
イ
ロ
ン
・
ザ
イ
ル
が
切

れ
パ
ー
ト
ナ
ー
の
小
坂
乙
彦
を
襲
っ
た
登
山
家
の
主
人
公
魚
津
恭
太
が
、
「
世

俗
」
の
中
で
事
件
に
対
す
る
様
々
な
臆
測
に
取
り
巻
か
れ
な
が
ら
も
「
孤
独
」

に
耐
え
人
間
を
「
信
頼
」
す
る
姿
を
通
し
て
、
（
ア
ル
ビ
ニ
ズ
ム
）
に
徹
し
た

一
つ
の
生
き
る
姿
を
描
き
出
し
た
小
説
か
と
思
わ
れ
る
。
従
っ
て
「
氷
壁
」
に

関
す
る
次
の
二
つ
の
論
考
、
す
な
わ
ち
、
「
山
」
と
　
「
華
や
か
に
変
幻
す
る
世

俗
」
と
を
「
二
元
的
」
に
「
対
立
」
さ
せ
つ
つ
、
「
山
」
を
「
ス
ト
イ
シ
ズ
ム

あ
る
い
は
誠
実
の
象
徴
」
と
し
て
表
わ
し
た
小
説
と
論
じ
る
福
田
宏
年
氏
の

（5）

「
山
岳
小
説
に
つ
い
て
－
氷
壁
を
中
心
に
－
」
（
昭
3
2
・
1
2
r
山
と
高
原
」
）
や
、

「
自
然
対
都
会
」
　
の
「
対
立
」
を
描
き
な
が
ら
、
「
登
撃
行
為
の
孤
独
さ
と
生

命
感
」
を
「
鮮
や
か
に
浮
び
上
が
」
ら
せ
た
小
説
と
解
釈
す
る
佐
伯
彰
一
氏
の

「
解
説
」
　
（
新
潮
社
版
r
井
上
靖
文
庫
」
1
2
、
昭
3
7
・
4
）
と
、
モ
チ
ー
フ
分
析

の
結
果
に
お
い
て
本
論
は
重
な
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
し
か
し
、
福
田
宏
年
氏
は

「
山
」
が
「
ス
ト
イ
シ
ズ
ム
の
象
徴
」
　
で
あ
る
根
拠
と
し
て
、
魚
津
が
八
代
美

那
子
へ
の
思
慕
を
断
ち
切
る
た
め
に
穂
高
滝
谷
の
岩
壁
に
挑
み
、
落
石
の
中
を

前
進
し
て
遭
杜
死
す
る
物
語
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
を
挙
げ
、
佐
伯
彰
一
氏
は

「
登
撃
行
為
の
孤
独
さ
と
生
命
感
」
を
感
じ
さ
せ
る
描
写
と
し
て
、
「
ザ
ッ
ハ

リ
ッ
ヒ
な
文
体
」
　
で
記
さ
れ
、
「
張
り
つ
め
」
た
「
美
し
」
さ
を
見
せ
る
「
魚

津
と
小
坂
の
登
撃
を
措
い
た
部
分
」
を
挙
げ
、
と
も
に
「
世
俗
（
都
会
）
」
に

対
す
る
「
山
　
（
自
然
）
」
な
る
も
の
の
精
神
を
、
山
そ
れ
じ
た
い
を
描
い
た
場

面
か
ら
読
み
取
っ
て
い
る
。
対
し
て
本
論
で
は
、
む
し
ろ
都
会
に
お
け
る
魚
津

の
姿
か
ら
「
氷
壁
」
に
お
け
る
〈
ア
ル
ビ
ニ
ズ
ム
〉
を
汲
み
取
り
、
か
つ
そ
の
一

モ
チ
ー
フ
を
で
き
る
限
り
資
料
を
通
し
て
裏
付
け
な
が
ら
論
じ
て
い
き
た
い
。
　
1
6

以
下
、
モ
デ
ル
と
小
説
と
の
事
実
関
係
に
目
を
配
り
つ
つ
、
登
山
家
の
魚
津
－

が
ど
の
よ
う
に
措
か
れ
て
い
る
の
か
考
察
す
る
。

一

－

（

1

）

考
察
に
あ
た
っ
て
、
r
ナ
イ
ロ
ン
・
ザ
イ
ル
事
件
」
　
の
中
で
特
に
「
前
穂
高

〈6）

東
壁
事
件
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
こ
と
の
発
端
と
な
っ
た
ザ
イ
ル
切
断
事
件
に
つ

い
て
、
そ
の
小
説
と
の
事
実
関
係
を
ま
ず
確
認
し
た
い
。

事
実
と
小
説
と
を
比
較
し
て
す
ぐ
に
気
付
か
さ
れ
る
の
は
、
登
山
パ
ー
テ
ィ

の
人
数
や
遭
杜
者
の
社
会
的
身
分
な
ど
に
大
き
な
違
い
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
で

（7）

あ
る
。
r
ナ
イ
ロ
ン
・
ザ
イ
ル
事
件
」
　
に
よ
れ
ば
、
実
際
の
連
荘
は
、
三
重
県



鈴
鹿
市
の
岩
接
会
が
二
リ
ー
ダ
ー
石
原
一
時
（
福
岡
県
直
方
市
殿
町
）
」
以

へ

9

）

下
「
十
二
名
」
の
メ
ン
バ
ー
で
、
「
昭
和
二
十
九
年
十
二
月
二
十
四
日
か
ら
三

オ
’
マ
’
シ
ロ

十
年
一
月
中
頃
ま
で
の
予
定
」
で
「
奥
又
自
（
標
高
二
千
五
百
米
）
に
テ
ン
ト

を
設
営
」
し
て
行
っ
た
「
冬
期
合
宿
」
中
に
超
こ
っ
た
。
問
題
の
前
穏
東
壁
の

登
琴
は
、
「
合
宿
の
三
つ
の
目
的
の
中
の
一
つ
」
と
し
て
、
「
リ
ー
ダ
ー
石
原

国
利
（
註
、
当
時
中
央
大
生
、
二
十
四
歳
）
、
若
山
五
朗
（
註
、
当
時
三
重
大

生
、
十
九
歳
）
、
沢
田
栄
介
（
註
、
当
時
三
重
大
生
、
二
十
一
歳
）
の
三
缶

で
行
っ
た
も
の
で
、
元
旦
に
出
発
し
、
そ
の
日
は
日
没
の
た
め
「
頂
上
直
下
約

三
十
米
」
の
「
岩
棚
で
一
夜
を
明
か
し
」
た
後
、
「
翌
二
日
朝
」
石
原
と
若
山

が
「
先
頭
を
交
代
」
し
た
直
後
に
ナ
イ
ロ
ン
・
ザ
イ
ル
が
切
れ
て
若
山
が
墜
落
、

行
方
不
明
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
既
に
木
谷
喜
美
枝
氏
も
「
「
氷
壁
」
の
世
缶
で
指
摘
し
て
い
る

よ
う
に
、
事
実
は
十
二
名
で
行
っ
た
山
岳
会
の
合
宿
中
に
起
こ
っ
た
こ
と
で
、

現
場
は
三
名
の
登
琴
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
「
氷
壁
」
で
は
友
人
同
士
の
二
名

の
山
行
と
し
て
措
き
、
ま
た
二
十
歳
前
後
の
学
生
を
三
十
を
少
し
出
た
社
会
人

に
改
め
て
い
る
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
同
じ
木
谷
氏
に
よ
る
「
事
実
は
関
西
在

住
の
人
人
だ
が
、
「
氷
壁
」
で
は
東
京
を
舞
台
と
し
て
い
る
」
と
の
指
摘
は
、

必
ず
し
も
適
切
で
な
い
。
岩
稜
会
の
本
部
は
三
重
県
鈴
鹿
市
だ
が
、
遭
難
者
の

一
人
で
あ
り
、
魚
津
の
モ
デ
ル
に
該
当
す
る
石
原
国
利
氏
は
当
時
中
央
大
学
の

学
生
で
、
「
東
京
都
世
田
谷
箆
に
在
住
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
加
え
て
・

や
は
り
木
谷
氏
が
「
事
実
は
三
人
と
も
転
落
し
、
二
人
が
助
か
っ
た
と
あ
る
が
、

「
氷
壁
」
で
は
助
か
っ
た
一
人
は
転
落
し
な
か
っ
た
」
と
記
し
て
い
る
の
は
、

前
述
の
よ
う
に
、
木
谷
氏
が
参
考
に
用
い
た
「
前
穂
で
三
重
大
生
遭
難
」
と
い

う
見
出
し
の
記
事
（
昭
3
0
・
1
・
4
「
朝
日
新
聞
」
夕
刊
）
の
誤
り
で
、
実
際

に
お
い
て
も
転
落
し
た
の
は
若
山
氏
一
人
で
あ
っ
た
。
魚
津
と
小
坂
の
登
琴
の

描
写
じ
た
い
は
、
頂
上
直
下
の
岩
棚
で
の
二
人
の
ビ
バ
ー
ク
や
、
「
ト
ッ
プ
を

マ
マ

交
替
」
し
た
直
後
の
小
坂
の
墜
落
な
ど
、
む
し
ろ
事
実
に
忠
実
に
記
さ
れ
て
い

る
。以

上
よ
り
、
井
上
靖
は
山
で
の
行
動
の
描
写
に
お
い
て
は
事
実
を
で
き
る
限

り
活
か
し
な
が
ら
も
、
そ
の
他
の
設
定
は
自
ら
の
モ
チ
ー
フ
を
強
調
す
る
形
に

改
め
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
そ
の
点
で
は
、
木
谷
氏
も
「
小
坂
と
魚
津
、
二
人
一

で
の
登
琴
に
改
変
し
た
こ
と
」
か
ら
「
友
情
の
物
語
」
と
い
う
「
テ
ー
マ
」
の
　
1
7

浮
上
皇
読
み
取
っ
て
い
る
が
、
し
か
し
、
井
上
靖
が
「
氷
壁
」
で
は
「
い
い
わ
ー

け
が
ど
こ
に
も
で
き
な
い
立
場
に
立
っ
て
い
る
人
間
を
書
き
た
い
と
思
っ
て
い

（り）

た
」
と
発
言
し
て
い
る
こ
と
を
、
こ
の
改
変
と
併
せ
て
考
え
る
と
、
ま
た
違

っ
た
角
度
か
ら
モ
チ
ー
フ
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。

す
な
わ
ち
井
上
靖
は
、
目
撃
者
の
全
く
い
な
い
氷
壁
で
魚
津
が
た
だ
一
人
生

き
残
る
設
定
に
改
め
る
こ
と
で
、
ナ
イ
ロ
ン
・
ザ
イ
ル
の
切
断
に
向
け
ら
れ
る

様
々
な
疑
惑
に
対
し
て
、
な
か
な
か
「
い
い
わ
け
」
の
「
で
き
な
い
」
彼
の
立

場
を
強
く
打
ち
出
そ
う
と
し
た
、
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、

小
説
で
は
魚
津
と
小
坂
の
パ
ー
テ
ィ
の
み
で
ナ
イ
ロ
ン
・
ザ
イ
ル
が
切
断
し
て

い
る
の
に
対
し
、
事
実
で
は
岩
稜
会
の
こ
の
事
件
の
前
後
に
、
同
様
の
事
故
が



発
生
し
て
い
た
こ
と
か
ら
も
確
認
さ
れ
る
。
昭
和
二
十
九
年
十
二
月
二
十
八
日

に
東
雲
山
渓
会
が
明
神
五
峯
東
壁
で
、
三
十
年
一
月
三
日
に
大
阪
市
立
大
学
山

岳
部
が
前
穂
高
北
尾
根
で
、
と
も
に
死
者
こ
そ
出
さ
な
か
っ
た
が
、
ナ
イ
ロ

ン
・
ザ
イ
ル
の
切
断
に
遭
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
事
故
は
ナ
イ
ロ
ン
・
ザ
イ
ル

の
弱
点
の
裏
付
け
と
し
て
、
そ
の
関
係
資
料
が
r
ナ
イ
ロ
ン
・
ザ
イ
ル
事
件
」

、
〓
l

に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
魚
津
の
　
「
い
い
わ
け
」
　
の
味
方
と
な
る
二
つ
の
事
件

を
、
作
者
は
取
り
除
い
た
と
言
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

こ
う
し
た
改
変
に
加
え
て
、
学
生
か
ら
社
会
人
へ
、
し
か
も
使
用
し
た
ザ
イ

ル
の
メ
ー
カ
ー
佐
倉
製
鋼
の
兄
弟
会
社
で
あ
る
新
東
亜
商
事
の
社
員
へ
と
、
魚

津
の
身
分
を
改
め
て
い
る
と
こ
ろ
に
も
、
や
は
り
彼
の
立
場
を
厳
し
く
追
い
込

も
う
と
す
る
作
者
の
狙
い
が
窺
わ
れ
る
。
こ
の
設
定
に
よ
っ
て
、
ザ
イ
ル
切
断

の
事
実
よ
り
も
会
社
の
利
益
を
優
先
す
る
企
業
社
会
の
圧
力
が
直
接
押
し
被
さ

る
こ
と
に
な
り
、
魚
津
の
「
い
い
わ
け
」
は
、
た
と
え
正
し
く
と
も
、
ま
す
ま

す
通
り
に
く
く
な
っ
て
く
る
か
ら
で
あ
る
。

し
か
も
井
上
靖
は
、
事
件
発
生
に
先
立
っ
て
、
小
坂
と
人
妻
八
代
美
那
子
と

の
関
係
、
特
に
美
那
子
か
ら
小
坂
へ
の
交
際
の
拒
否
を
措
い
て
い
る
。
も
ち
ろ

ん
こ
れ
は
作
者
の
創
撃
あ
り
、
こ
の
小
坂
の
失
恋
に
よ
っ
て
、
彼
の
墜
死

に
は
「
自
殺
」
の
疑
惑
が
加
え
ら
れ
、
魚
津
の
立
場
が
ま
た
深
く
追
い
込
ま
れ

る
と
と
も
に
、
魚
津
自
身
、
友
の
死
に
不
安
を
抱
か
さ
れ
る
こ
と
に
も
な
っ
た

と
考
え
ら
れ
よ
う
。

か
く
て
魚
津
は
そ
の
ナ
イ
ロ
ン
・
ザ
イ
ル
切
断
に
関
し
て
世
間
か
ら
、
「
技

術
的
に
何
か
失
敗
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
」
と
か
、
「
ア
イ
ゼ
ン
で
で
も
踏

ん
で
、
傷
を
つ
け
て
い
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
」
と
か
、
切
れ
た
の
で
は
な
く

「
ザ
イ
ル
が
解
け
た
」
　
の
で
は
な
い
か
と
か
、
「
小
坂
の
自
殺
事
件
」
　
で
は
な

い
か
と
か
、
は
た
ま
た
魚
津
が
「
自
分
の
生
命
が
惜
し
く
て
」
「
切
っ
た
」
の

で
は
な
い
か
な
ど
と
、
様
々
な
疑
惑
の
日
に
晒
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
「
世
俗
」

に
飛
び
交
う
「
勝
手
」
な
「
臆
測
」
　
の
中
で
、
自
分
の
言
う
こ
と
を
誰
も
「
素

直
に
信
じ
て
く
れ
」
ず
、
「
周
囲
の
人
か
ら
自
分
が
正
し
く
理
解
さ
れ
て
い
な

い
」
魚
津
の
「
孤
独
」
が
「
氷
壁
」
一
に
は
措
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

一

－

　

（

2

）

こ
こ
で
こ
の
よ
う
な
「
氷
壁
」
　
の
「
孤
独
」
の
モ
チ
ー
フ
と
、
作
者
の
芥
川

賞
受
賞
直
後
の
長
篇
「
青
い
潮
」
（
昭
2
5
・
7
～
1
0
「
文
彗
春
秋
」
）
と
の
関
わ

り
に
つ
い
て
、
言
及
し
て
お
き
た
い
。
連
載
の
前
年
に
実
際
に
起
こ
っ
た
下
山

事
件
に
材
を
取
り
な
が
ら
、
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
創
作
さ
れ
た
「
お
い
潮
」

は
、
K
紙
の
主
任
記
者
速
水
卓
夫
を
主
人
公
に
据
え
て
い
る
。
作
者
は
そ
の
速

水
の
過
去
と
し
て
、
十
六
年
前
に
妾
の
は
る
み
が
流
行
歌
手
の
如
月
雅
彦
と
心

中
し
、
マ
ス
コ
ミ
か
ら
「
輿
味
本
位
」
に
報
道
さ
れ
た
事
件
を
設
定
し
、
以
来

「
一
切
の
臆
測
」
を
激
し
く
憎
む
よ
う
に
な
っ
た
速
水
が
、
下
山
総
裁
の
死
因

に
際
し
て
、
自
殺
か
、
他
殺
か
、
世
間
に
様
々
に
飛
び
交
う
「
臆
測
」
と
対
立

し
、
次
第
に
「
孤
独
」
を
深
め
て
い
く
姿
を
措
い
て
い
る
。

「
氷
壁
」
　
の
魚
津
の
　
「
孤
独
」
は
、
こ
の
　
「
荒
い
湖
」
　
に
お
け
る
速
水
の
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「
孤
独
」
を
受
け
継
ぐ
も
の
だ
と
見
倣
し
て
よ
い
だ
ろ
う
。
し
か
も
そ
れ
は
、

単
な
る
「
孤
逆
の
モ
チ
ー
フ
の
継
承
だ
け
で
は
な
く
、
主
人
公
を
「
孤
独
」

に
追
い
込
む
「
穏
測
」
の
イ
メ
ー
ジ
に
お
い
て
も
、
両
作
品
に
は
通
ず
る
も
の

が
認
め
ら
れ
る
よ
う
で
あ
る
。

「
氷
壁
」
の
冒
頭
を
見
る
と
、
誓
同
か
ら
帰
っ
た
魚
津
が
目
に
し
た
東
京
の

夜
景
に
感
じ
た
印
象
を
、
「
都
会
の
喧
燥
」
と
か
「
世
俗
の
渦
巻
き
」
と
い
う

言
葉
で
表
わ
し
、
さ
ら
に
小
坂
と
八
代
美
那
子
の
過
失
に
触
れ
る
際
に
は
・

「
人
事
関
係
の
渦
」
と
か
「
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
の
渦
中
」
と
い
う
書
き
方
も
し
て

い
る
。
こ
れ
ら
の
言
葉
に
佐
伯
彰
一
氏
は
＝
山
の
静
け
さ
」
と
の
対
比
を
見

て
い
か
、
そ
の
対
比
は
や
が
て
魚
津
を
「
孤
独
」
に
追
い
込
ん
で
い
く
も

の
の
暗
示
で
も
あ
る
よ
う
だ
。
例
え
ば
・
小
坂
の
遺
体
が
発
見
さ
れ
た
こ
と
で
、

小
坂
の
自
殺
説
等
の
疑
惑
が
晴
れ
た
場
面
に
お
い
て
、
魚
津
は
「
実
験
だ
の
、

新
聞
記
事
だ
の
と
い
っ
た
あ
ら
ゆ
る
下
界
の
騒
音
が
、
ひ
ど
く
く
だ
ら
な
い
愚

劣
な
も
の
に
思
え
て
来
る
」
と
感
じ
て
い
る
。
そ
し
て
二
度
は
小
坂
の
遺
書
め

い
た
言
葉
が
出
て
こ
な
い
か
と
心
配
し
た
自
分
を
振
り
返
っ
て
、
「
自
分
も
ま

た
周
囲
の
人
た
ち
の
作
り
出
す
世
俗
の
渦
卦
か
中
に
巻
き
込
ま
れ
て
い
た
の
だ

と
思
」
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
「
実
験
」
や
「
新
聞
記
事
」
か
ら
派
生
し
て
広

が
っ
て
ゆ
く
世
間
の
「
臆
測
」
は
、
後
か
ら
思
え
ば
愚
劣
な
「
下
界
の
璧
日
」

に
過
ぎ
な
い
。
が
し
か
し
、
そ
れ
は
二
度
は
魚
津
自
身
を
も
「
巻
き
込
」
み
、

小
坂
の
死
因
に
不
安
を
抱
か
せ
・
「
孤
独
」
に
追
い
込
ん
で
い
く
「
世
俗
の
渦

巻
き
」
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

対
し
て
「
黒
い
潮
」
で
は
、
か
つ
て
速
水
の
憎
ん
だ
・
妻
の
死
に
向
け
ら
れ

た
「
世
間
の
限
」
を
、
「
倣
岸
な
ど
す
黒
い
大
き
い
流
れ
」
の
イ
メ
ー
ジ
に
よ

っ
て
ま
ず
措
い
て
い
る
。
次
い
で
ラ
イ
バ
ル
各
紙
の
下
山
他
殺
説
に
対
し
て
、

「
自
殺
説
」
を
採
っ
て
孤
立
し
た
速
水
の
心
境
を
「
壁
の
向
う
は
何
も
の
か
が

烈
し
く
渦
巻
い
て
い
た
。
ひ
ど
く
騒
が
し
く
猥
雑
だ
っ
た
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ

に
表
象
し
、
さ
ら
に
は
「
都
会
の
背
部
」
か
ら
沸
き
1
が
る
「
諾
々
た
る
騒
音
」

と
か
、
福
輯
局
の
「
騒
が
し
い
渦
」
と
い
っ
た
言
葉
と
「
臆
測
」
を
憎
む
彼
の

思
い
と
が
重
ね
ら
れ
て
い
る
。
都
会
の
〈
騒
々
し
い
渦
）
の
ご
と
き
も
の
と
し

（け）

て
二
臆
測
」
は
表
現
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
「
黒
い
潮
」
に

ぉ
け
る
イ
メ
ー
ジ
の
造
形
が
、
「
氷
壁
」
へ
と
流
れ
て
い
っ
た
こ
と
は
言
う
ま

で
も
な
い
だ
ろ
う
。

だ
が
「
氷
壁
」
は
、
「
諾
い
潮
」
を
そ
の
ま
ま
に
継
承
し
て
い
る
の
で
は
も

ち
ろ
ん
な
い
。
例
え
ば
、
速
水
は
物
語
の
最
後
に
恩
師
佐
竹
雨
山
か
ら
勧
め
ら

れ
た
娘
景
子
と
の
結
婚
を
断
わ
る
の
に
対
し
て
、
魚
津
は
、
こ
れ
も
物
語
の
終

ゎ
り
近
く
で
、
小
坂
の
妹
か
お
る
と
結
婚
の
約
束
を
し
、
「
今
ま
で
と
は
異
っ

た
世
界
へ
二
歩
踏
み
出
」
そ
う
と
し
て
い
る
。
こ
の
相
違
を
「
孤
独
」
に
即
し

て
捉
え
直
し
て
み
る
と
、
「
恕
い
潮
」
が
速
水
の
「
人
生
に
対
す
る
受
身
の
、

そ
の
傍
観
者
的
姿
勢
」
を
よ
り
強
調
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
「
氷
壁
」
は

「
世
俗
の
渦
巻
き
」
に
負
け
ま
い
と
し
て
耐
え
る
魚
津
の
強
い
意
志
を
描
く
こ

と
に
重
点
が
お
か
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
例
え
ば
、
公

開
実
験
で
ナ
イ
ロ
ン
・
ザ
イ
ル
の
強
さ
が
証
明
さ
れ
、
厳
し
い
状
況
に
立
た
さ
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れ
た
魚
津
の
心
境
が
次
の
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
。

確
か
に
い
ま
自
分
は
あ
の
白
い
冷
た
い
ご
つ
ご
つ
し
た
氷
壁
の
一
角
に

取
り
つ
い
て
い
る
時
と
同
じ
気
持
だ
と
思
っ
た
。

手
は
岩
角
に
触
れ
て
い
る
。
足
は
小
さ
い
岩
角
の
上
に
立
っ
て
い
る
。

周
囲
に
は
誰
も
居
な
い
。
岩
壁
に
取
り
つ
い
て
い
る
の
は
自
竺
人
で
あ

る
。
絶
え
ず
落
雪
が
不
気
味
な
昔
を
立
て
て
い
る
。
し
か
し
、
お
れ
は
落

ち
は
し
な
い
ぞ
と
、
魚
津
は
思
っ
た
。

苦
し
い
立
場
を
一
人
で
耐
え
、
乗
り
越
え
よ
う
と
す
る
魚
津
の
決
意
が
、
困

難
な
岩
壁
を
登
る
自
ら
の
イ
メ
ー
ジ
と
重
ね
ら
れ
て
．
い
る
。
実
は
こ
の
よ
う
な

魚
津
の
姿
に
こ
そ
・
こ
の
小
説
の
主
要
モ
チ
ー
フ
の
一
つ
が
存
す
る
の
で
は
な

い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
井
上
靖
は
「
氷
壁
」
連
載
の
三
年
少
し
前
二
登
山
愛

好
」
（
昭
兆
・
7
・
2
1
r
都
新
開
」
）
と
題
す
る
エ
ッ
セ
イ
で
次
の
よ
う
に
書
い

て
い
る
。

写
真
雑
誌
で
イ
ギ
リ
ス
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
遠
征
隊
の
写
真
を
見
た
。
山
頂
へ

登
っ
た
と
い
う
二
人
の
登
山
家
は
、
な
か
な
か
い
い
顔
を
し
て
い
た
。
隊

長
も
ま
た
ち
ょ
っ
と
そ
こ
ら
で
は
見
当
ら
な
い
立
派
な
顔
を
し
て
い
た
。

（
中
略
）

私
が
登
山
家
の
顔
が
好
き
な
の
は
、
登
山
家
の
顔
が
、
自
分
な
ど
の
持

た
ぬ
孤
独
に
耐
え
る
凛
々
し
い
、
清
潔
な
強
い
も
の
を
そ
な
え
て
い
る
か

ら
だ
と
思
う
。

同
じ
文
章
の
中
で
井
上
靖
は
、
「
登
山
記
録
」
を
「
西
域
旅
行
記
」
と
と
も

に
、
「
征
服
と
冒
険
の
要
素
を
持
ち
、
克
己
と
忍
苦
の
記
録
に
他
な
ら
ぬ
」
も

の
だ
と
言
い
、
「
こ
う
し
た
も
の
を
読
む
の
は
、
小
説
を
読
む
よ
り
好
き
で
あ

る
」
と
も
記
し
て
い
る
。

右
に
記
さ
れ
た
井
上
靖
の
登
山
観
は
二
世
俗
の
渦
巻
き
」
に
巻
き
込
ま
れ

た
魚
津
恭
太
に
反
映
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
つ
ま
り
「
氷
壁
」

は
、
都
会
に
お
い
て
も
氷
壁
に
一
人
で
挑
む
ご
と
き
「
克
己
と
忍
苦
」
の
意
志

を
貫
き
「
孤
独
に
耐
え
る
」
魚
津
の
姿
を
描
く
こ
と
で
、
一
つ
の
「
登
山
家
」

の
イ
メ
ー
ジ
を
造
形
し
た
小
説
で
は
な
い
か
と
、
ひ
と
ま
ず
考
え
ら
れ
る
の
で

あ
る
。

ニ
ー
（
1
）

次
l
こ
魚
津
の
「
孤
独
」
l
に
関
連
し
て
、
彼
に
決
定
的
な
打
撃
を
与
え
た
公
開

実
験
の
事
実
関
係
に
つ
い
て
、
や
は
り
r
ナ
イ
ロ
ン
・
ザ
イ
ル
事
件
」
を
参
考

に
確
認
し
て
お
き
た
い
。

例
え
ば
作
中
の
公
開
実
験
は
、
そ
の
責
任
者
で
あ
り
、
東
邦
化
工
専
務
、
工

学
博
士
の
八
代
教
之
助
が
、
魚
津
と
彼
の
上
司
常
盤
大
作
に
向
か
っ
て
二
実

験
は
あ
く
ま
で
良
心
的
に
や
り
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
あ
ら
か
じ
め
断
わ
っ
て

い
る
。
ま
た
早
く
か
ら
公
開
実
験
の
実
施
を
提
案
し
て
い
た
常
盤
大
作
も
、

「
実
験
方
法
は
、
僕
が
責
任
を
も
っ
て
良
心
的
な
も
の
に
す
る
」
と
言
い
、
さ

ら
に
実
験
終
了
後
．
八
代
教
之
助
夫
人
の
美
那
子
ま
で
も
が
二
主
人
は
良
心

的
に
実
験
を
や
っ
た
と
思
い
ま
す
わ
」
と
話
し
て
い
る
。
そ
れ
が
「
卑
小
的
」
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に
行
わ
れ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
が
、
繰
り
返
し
強
調
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

一
方
、
昭
和
三
十
年
四
月
二
十
九
日
に
愛
知
県
蒲
郡
の
東
京
製
網
工
場
内
で

行
わ
れ
た
実
際
の
公
開
実
験
は
、
「
ナ
イ
ロ
ン
・
ザ
イ
ル
事
件
」
　
の
中
で
特
に

「
蒲
郡
事
件
」
と
い
う
呼
び
方
を
さ
れ
、
そ
の
責
任
者
で
あ
っ
た
大
阪
大
学
教

授
砥
由
軍
治
氏
が
、
石
原
国
利
氏
の
名
に
お
い
て
、
昭
和
三
十
一
年
六
月
二
十

三
日
付
で
「
名
誉
毀
損
罪
」
に
よ
っ
て
告
訴
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
注
意
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
関
係
資
軋
㌃
よ
る
と
、
篠
田
教
授
は
「
ナ
イ
ロ
ン
ザ

イ
ル
が
鋭
い
岩
角
に
弱
」
　
い
こ
と
を
「
知
悉
し
乍
ら
」
、
あ
え
て
「
エ
ッ
デ
の

円
い
岩
角
を
用
い
て
」
公
開
実
験
を
行
い
、
「
参
観
者
に
ナ
イ
ロ
ン
ザ
イ
ル
は
」

「
麻
ザ
イ
ル
よ
り
数
倍
強
い
と
の
事
実
に
反
す
る
認
識
を
与
え
」
、
前
穂
東
壁

で
ナ
イ
ロ
ン
・
ザ
イ
ル
の
切
断
に
遭
っ
た
石
原
国
利
氏
の
　
「
名
誉
を
毀
損
し

た
」
と
い
う
の
が
告
訴
さ
れ
た
理
由
で
あ
る
。
こ
の
告
訴
問
題
じ
た
い
は
、
翌

三
十
二
年
七
月
二
十
三
日
付
で
不
起
訴
処
分
と
な
っ
た
も
の
の
、
そ
の
後
も
ナ

イ
ロ
ン
・
ザ
イ
ル
の
弱
点
を
訴
え
続
け
た
岩
稜
会
の
主
張
は
、
事
件
発
生
か
ら

約
二
十
年
後
の
五
十
年
六
月
、
通
産
省
が
ザ
イ
ル
の
安
全
基
準
を
制
定
す
る
こ

と
で
ま
ず
受
け
入
れ
ら
れ
、
次
い
で
日
本
山
岳
会
が
同
会
編
集
の
五
十
二
年
版

「
山
日
記
」
に
、
同
書
の
三
十
一
年
版
に
ナ
イ
ロ
ン
・
ザ
イ
ル
が
岩
角
で
強
い

こ
と
を
記
し
た
篠
田
教
授
の
文
章
を
掲
載
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
「
編
集
上
不

行
届
」
で
「
遺
憾
」
だ
と
謝
罪
す
る
文
章
を
発
表
す
る
に
及
び
、
そ
の
正
当
性

〈D）

は
、
は
っ
き
り
証
明
さ
れ
た
。
そ
の
公
開
実
験
は
問
題
の
所
在
が
明
ら
か
に

な
っ
た
今
日
か
ら
見
る
と
、
お
よ
そ
「
良
心
的
」
と
は
言
い
難
い
内
容
で
あ
り
、

当
時
に
お
い
て
も
、
少
な
く
と
も
岩
稜
会
に
と
っ
て
は
「
良
心
的
」
と
言
え
る

も
の
で
は
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
を
作
中
の
よ
う
に
描
い
て
い
る
と

こ
ろ
に
、
こ
の
小
説
に
お
け
る
井
上
靖
の
一
つ
の
大
き
な
創
意
が
認
め
ら
れ
よ

、つ。
こ
う
し
た
書
き
方
を
し
た
理
由
の
一
つ
と
し
て
、
当
時
は
ま
だ
論
争
の
渦
中

に
あ
っ
た
が
故
に
、
事
件
の
真
相
に
つ
い
て
、
あ
る
程
度
ぼ
か
し
て
記
さ
ね
ば

な
ら
な
か
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
が
、
も
ち
ろ
ん
そ
れ
だ
け
で

は
な
い
。
井
上
靖
の
意
図
や
そ
の
文
学
の
特
色
が
、
や
は
り
そ
こ
に
現
れ
て
い

る
よ
う
で
あ
る
。

ま
ず
こ
の
よ
う
な
創
作
の
姿
勢
か
ら
、
悪
役
を
作
ろ
う
と
し
な
い
作
者
の
意

識
が
窺
わ
れ
る
。
実
際
石
岡
繁
雄
氏
は
、
モ
デ
ル
の
立
場
か
ら
、
真
相
を
も
っ

と
は
っ
き
り
書
い
て
欲
し
い
と
訴
え
た
際
に
、
井
上
靖
が
「
そ
れ
で
は
善
玉
、

悪
玉
小
説
に
な
っ
て
井
上
文
学
で
は
な
く
な
っ
て
し
ま
う
」
と
答
え
た
こ
と
を

回
想
し
て
い
毎
ど
ぎ
つ
い
暴
露
を
避
け
た
結
果
、
「
氷
壁
」
は
・
佐
伯
彰
一

氏
か
ら
、
そ
の
作
品
世
界
に
「
一
切
の
悪
が
、
あ
ま
り
に
完
全
に
閉
め
出
さ
れ

て
い
る
こ
と
」
が
「
不
満
」
だ
と
批
判
さ
れ
な
し
か
し
そ
の
一
方
で
、
甘

く
ソ
フ
ト
な
口
当
た
り
の
物
語
と
し
て
仕
上
が
り
、
だ
か
ら
こ
そ
多
く
の
読
者

に
迎
え
ら
れ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
八
代
教
之
助
像
を
一
つ
の
源
に
し
て
、
良

く
も
悪
く
も
、
「
氷
壁
」
　
の
大
衆
性
が
生
み
出
さ
れ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な

ヽ

．

O

t
V

そ
し
て
そ
れ
以
上
に
注
目
し
た
い
の
は
、
こ
の
公
開
実
験
の
後
、
常
盤
大
作
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に
次
の
よ
う
に
言
わ
せ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
ま
ず
常
盤
は
、
魚
津
に
向
か
っ

て
、
「
八
代
教
之
助
氏
は
立
派
な
人
間
だ
。
お
れ
は
彼
を
信
じ
る
。
君
も
彼
を

信
じ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
信
じ
ら
れ
る
か
」
と
言
い
、
魚
津
か
ら
「
も
ち
ろ
ん
、

信
じ
ま
す
」
と
の
答
え
を
得
た
後
、
「
信
じ
た
以
上
は
、
実
験
の
結
果
に
文
句

を
言
う
な
」
と
命
令
し
た
上
で
、
次
の
よ
う
に
話
す
。

「
人
間
が
人
間
を
信
じ
る
と
い
う
こ
と
は
難
し
い
こ
と
だ
。
し
か
し
、
君

に
は
こ
れ
を
や
っ
て
も
ら
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
（
中
略
）
　
お
れ
だ
っ
て
、
君

だ
っ
て
、
八
代
教
之
助
と
い
う
人
間
は
信
じ
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
。
た

だ
、
た
ま
た
ま
彼
が
受
持
っ
た
実
験
の
結
果
が
、
ど
う
し
た
も
の
か
、
予

期
し
て
い
た
こ
と
に
反
し
た
だ
け
の
話
だ
　
（
中
略
）
」

こ
の
時
魚
津
は
「
常
盤
の
言
葉
の
底
を
流
れ
て
い
る
意
味
が
よ
く
は
理
解
で

き
な
か
っ
た
」
と
思
っ
て
い
る
が
、
確
か
に
こ
の
常
盤
の
台
詞
の
意
味
す
る
と

こ
ろ
は
、
今
一
つ
わ
か
り
に
く
い
。
た
だ
、
こ
の
言
葉
は
、
公
開
実
験
が
「
良

心
的
」
　
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
た
か
ら
こ
そ
、
意
味
を
持
ち
え
た
も
の
だ

と
言
う
こ
と
は
で
き
よ
う
。
八
代
像
と
そ
の
公
開
実
験
に
見
る
井
上
靖
の
創
作

は
、
あ
る
い
は
こ
の
言
葉
を
常
盤
に
吐
か
せ
る
た
め
に
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な

い
。
さ
ら
に
魚
津
が
滝
谷
山
行
で
遭
難
死
し
、
一
部
の
人
か
ら
彼
に
自
殺
の
疑

い
が
か
け
ら
れ
る
物
語
の
最
後
の
場
面
で
も
、
常
盤
は
「
結
局
は
、
人
間
を
信

じ
る
か
信
じ
な
い
か
で
す
よ
。
僕
は
魚
津
君
が
自
殺
す
る
よ
う
な
人
間
で
な
い

こ
と
を
信
じ
て
い
る
だ
け
で
す
」
と
語
り
、
「
人
間
と
人
間
と
の
交
渉
は
結
局

信
じ
る
か
、
信
じ
な
い
か
で
す
よ
。
僕
は
魚
津
君
と
い
う
人
間
を
信
じ
ま
す
」

と
述
べ
て
い
る
。
井
上
靖
は
常
盤
を
魚
津
の
指
南
役
、
あ
る
い
は
物
語
の
狂
言

廻
し
と
し
て
使
い
、
「
人
間
を
信
じ
る
」
　
こ
と
と
は
何
か
を
問
お
う
と
し
て
い

る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
つ
ま
り
、
「
世
俗
」
の
中
で
魚
津
が
孤
独
に
耐
え

な
が
ら
、
人
間
を
ど
の
よ
う
に
信
ず
る
か
を
描
く
こ
と
に
も
う
一
つ
の
モ
チ
ー

フ
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

二
－
　
（
2
）

こ
の
い
わ
ば
「
信
頼
」
　
の
モ
チ
ー
フ
を
考
え
る
上
で
、
見
逃
し
て
な
ら
な
い

の
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
、
魚
津
が
友
小
坂
に
寄
せ
る
思
い
で
あ
ろ
う
。
特
に

小
坂
と
八
代
美
那
子
の
関
係
と
い
う
、
小
坂
の
自
殺
を
疑
わ
せ
る
設
定
を
考
慮

に
入
れ
る
と
、
と
り
わ
け
小
坂
の
死
因
に
関
す
る
疑
惑
に
彼
が
ど
の
よ
う
に
対

し
た
か
に
目
を
向
け
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

例
え
ば
、
小
坂
の
失
恋
自
殺
の
不
安
に
苦
し
む
美
那
子
か
ら
、
ザ
イ
ル
は
本

当
に
切
れ
た
の
か
と
尋
ね
ら
れ
た
際
、
魚
津
の
反
応
が
次
の
よ
う
に
描
か
れ
て

い
る
。

「
大
丈
夫
で
す
。
御
心
配
要
り
ま
せ
ん
よ
」も

う
そ
・
つ

魚
津
は
そ
ん
な
言
い
方
で
、
相
手
の
妄
想
を
一
括
し
ょ
う
と
し
た
。
そ

し
て
そ
う
言
い
な
が
ら
、
あ
の
事
件
が
起
っ
た
瞬
間
に
ピ
ッ
ケ
ル
に
し
が

み
つ
い
て
い
る
自
分
の
体
に
な
ん
の
シ
ョ
ッ
ク
も
な
か
っ
た
こ
と
を
思
い

出
し
た
。
そ
し
て
そ
の
時
自
分
を
襲
っ
た
小
さ
い
疑
惑
が
も
う
一
度
こ
ん

ど
は
も
う
少
し
は
っ
き
り
し
た
形
で
魚
津
の
頭
の
中
へ
蘇
っ
て
来
る
の
を
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感
じ
た
。
し
か
し
、

「
ザ
イ
ル
は
切
れ
た
ん
で
す
よ
」

魚
津
は
力
を
こ
め
て
言
い
切
っ
た
。
こ
う
言
い
切
っ
た
の
は
、
小
坂
乙

彦
が
絶
対
に
そ
の
よ
う
な
形
で
自
殺
す
る
男
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
を
、

こ
の
短
い
時
間
の
問
に
改
め
て
信
じ
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
小
坂
は
登
山
家

で
は
な
い
か
。
（
中
略
）
登
山
家
は
い
く
ら
で
も
山
の
た
め
に
山
で
生
命

を
棄
て
る
が
、
下
界
の
ご
た
ご
た
し
た
人
間
関
係
の
た
め
に
、
決
し
て
山

で
生
命
を
棄
て
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
。

魚
津
は
「
小
さ
い
疑
惑
」
を
抱
か
さ
れ
つ
つ
も
、
小
坂
が
「
登
山
家
」
で
あ

る
こ
と
を
思
い
、
山
で
「
自
殺
す
る
男
で
は
な
い
」
こ
と
を
信
じ
た
。
そ
の
後

も
魚
津
は
、
美
那
子
そ
の
他
の
人
々
か
ら
、
幾
度
か
同
じ
疑
惑
を
持
ち
か
け
ら

れ
、
自
身
不
安
を
抱
い
た
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
そ
の
度
に
「
小
坂
は
ど
ん
な
事

情
が
あ
っ
て
も
、
山
で
死
ぬ
よ
う
な
男
で
は
」
な
い
と
考
え
、
自
殺
説
を
否
定

し
て
い
る
。
魚
津
は
「
登
山
家
」
同
士
の
立
場
か
ら
、
小
坂
を
「
信
じ
」
通
し

た
の
で
あ
る
。

こ
の
魚
津
の
「
信
頼
」
は
、
小
坂
の
遺
体
が
発
見
さ
れ
、
自
殺
の
疑
惑
が
解

消
さ
れ
た
後
も
、
形
を
変
え
て
貫
か
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

魚
津
は
美
邦
子
に
自
分
も
い
つ
か
知
ら
ず
に
惹
か
れ
て
ゆ
き
、
小
坂
の
遺
体

を
現
地
で
茶
毘
に
付
し
た
以
降
は
、
そ
の
「
ひ
そ
か
な
美
那
子
へ
の
思
慕
」
を

は
っ
き
り
自
覚
す
る
。
し
か
し
魚
津
は
、
常
盤
か
ら
八
代
宅
を
「
二
度
と
訪
問

し
て
は
い
け
な
い
」
と
忠
告
さ
れ
、
ま
た
自
分
で
も
「
い
け
な
い
こ
と
は
や
め

る
べ
き
」
だ
と
考
え
、
そ
の
思
い
を
断
ち
切
る
決
意
を
す
る
。
彼
は
美
那
子
を

呼
び
出
し
、
「
愛
情
の
告
白
」
を
す
る
と
と
も
に
、
「
も
う
お
訪
ね
も
し
な
け

れ
ば
、
お
電
話
も
し
ま
せ
ん
」
と
「
別
れ
の
宣
言
」
を
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の

際
に
魚
津
は
「
い
け
な
い
」
と
思
う
理
由
に
つ
い
て
、
そ
れ
が
「
二
人
の
人
間

の
た
め
」
で
あ
り
、
そ
の
二
人
と
は
「
一
人
は
八
代
さ
ん
で
、
一
人
は
小
坂
」

だ
と
説
明
し
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、
「
八
代
さ
ん
」
の
た
め
に
「
い
け
な
い
」

と
は
、
お
そ
ら
く
「
人
の
奥
さ
ん
」
を
「
好
き
に
な
っ
て
」
は
「
い
け
な
い
」

と
い
う
意
味
で
あ
ろ
う
。
一
方
、
「
小
坂
の
た
め
に
」
魚
津
が
そ
の
よ
う
に
思

ぅ
理
由
は
、
例
え
ば
小
坂
の
生
前
、
二
人
の
行
き
付
け
の
料
亭
「
浜
岸
」
で
、

魚
津
が
小
坂
に
美
那
子
へ
の
思
い
を
あ
き
ら
め
る
こ
と
を
勧
め
る
場
面
な
ど
に

そ
の
答
え
が
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
そ
こ
で
魚
津
は
、
八
代
美
郡
子
を

山
へ
連
れ
て
い
き
た
い
と
い
う
小
坂
の
空
想
を
聞
き
、
自
分
で
も
「
も
し
山
へ

連
れ
て
行
く
と
す
れ
ば
、
な
る
ほ
ど
八
代
美
那
子
を
連
れ
て
行
っ
た
ら
い
い
だ

ろ
う
な
」
と
考
え
る
。
そ
し
て
自
分
が
そ
の
よ
う
な
思
い
を
抱
い
た
こ
と
で
、

次
の
よ
う
な
心
境
に
陥
る
。

自
分
の
友
達
が
美
那
子
に
対
す
る
執
着
を
絶
ち
切
ろ
う
と
し
て
苦
し
ん

で
い
る
時
、
人
も
あ
ろ
う
に
、
そ
の
同
じ
相
手
を
自
分
も
ま
た
山
へ
連
れ

て
行
く
相
手
と
し
て
選
ぼ
う
と
し
て
い
た
こ
と
は
、
友
に
対
す
る
不
信
の

ぅ
ち
で
こ
れ
ほ
ど
大
き
い
も
の
は
な
い
わ
け
だ
っ
た
。
魚
津
は
自
分
で
、

そ
ん
な
自
分
が
厭
だ
っ
た
。

小
坂
が
思
い
を
断
ち
切
る
こ
と
で
苦
し
ん
だ
、
そ
の
八
代
美
那
子
に
恋
情
を
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抱
く
こ
と
は
、
魚
津
に
と
っ
て
、
ま
さ
に
「
友
に
対
す
る
不
信
」
の
行
為
で
あ

っ
た
。
魚
津
が
美
那
子
に
「
別
れ
の
宣
言
」
を
し
た
の
は
、
小
坂
の
「
信
頼
」

を
裏
切
る
ま
い
と
す
る
思
い
か
ら
で
も
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
魚
津
は
、
小
坂
を
「
信
じ
」
、
ま
た
彼
に
対
す
る
背
信
行
為
を

し
な
い
意
志
を
貫
い
て
い
る
。
そ
し
て
そ
の
「
信
頼
」
の
モ
チ
ー
フ
は
、
美
那

子
へ
の
「
別
れ
の
宣
言
」
の
後
、
小
坂
の
妹
か
お
る
と
結
婚
の
約
束
を
し
、

「
八
代
美
那
子
へ
の
執
着
を
払
い
落
と
す
」
た
め
に
滝
谷
登
撃
を
決
行
す
る
こ

と
で
、
さ
ら
に
徹
底
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、

兄
小
坂
の
火
葬
の
直
後
に
か
お
る
が
魚
津
に
求
婚
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
「
小

メ
’
モ
ル
ー
7
オ
ー
ゼ

坂
乙
彦
の
か
お
る
へ
の
転
生
を
意
味
す
る
」
と
い
う
工
藤
茂
氏
の
分
析
（
「
挽

歌
の
系
譜
－
「
氷
竺
を
軸
に
し
て
k
㌻
昭
4
7
・
4
「
国
学
院
雑
誌
」
）
）

を
念
頭
に
置
い
た
上
で
、
か
お
る
と
の
結
婚
を
決
意
し
た
魚
津
の
思
い
が
、

「
自
分
は
こ
の
娘
と
、
小
坂
乙
彦
の
妹
と
結
婚
す
べ
き
だ
」
　
（
傍
点
引
用
者
）

と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
併
せ
て
考
え
る
と
、
そ
の
結
婚
の
約
束
は
、
魚
津
と

小
坂
の
「
信
頼
」
関
係
の
上
に
成
立
し
た
も
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
の
で

あ
る
。
し
か
も
か
お
る
は
、
魚
津
の
言
葉
を
多
く
の
人
間
が
信
じ
ょ
う
と
し
な

い
中
に
あ
っ
て
、
彼
の
「
言
う
こ
と
を
一
つ
一
つ
素
直
に
信
ず
る
魂
」
の
持
ち

主
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。
婚
約
の
後
に
「
美
那
子
の
幻
影
を
払
い
落
す
」
こ

と
を
目
的
と
し
た
山
行
に
魚
津
が
向
か
っ
た
の
は
、
小
坂
乙
彦
の
妹
で
あ
り
、

そ
し
て
自
分
を
信
じ
て
く
れ
る
か
お
る
を
裏
切
ら
な
い
人
間
に
な
ろ
う
と
す
る

が
故
で
あ
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
こ
に
来
て
、
前
穂
東
壁
の
登
撃
に
出
か
け
る
直
前
、
魚
津
が
常
盤
と
の
議

論
で
語
っ
た
、
次
の
よ
う
な
登
山
観
が
大
変
重
要
な
意
味
を
持
っ
て
見
え
て
く

る
。
魚
津
は
「
登
山
は
単
な
る
ス
ポ
ー
ツ
で
は
」
な
く
、
「
ス
ポ
ー
ツ
、
プ
ラ

ス
、
ア
ル
フ
ァ
」
だ
と
主
張
し
、
そ
の
「
ア
ル
フ
ァ
」
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う

に
話
す
の
で
あ
る
。

「
（
前
略
）
　
フ
ェ
ア
プ
レ
ー
の
精
神
の
非
常
に
純
粋
な
も
の
と
で
も
言
い

ま
し
ょ
う
か
。
山
頂
を
極
め
た
か
極
め
な
い
か
は
誰
も
見
て
は
い
な
い
ん

で
す
」

、
右
の
言
葉
を
補
っ
て
説
明
す
れ
ば
、
登
山
は
「
誰
も
見
て
は
い
な
い
」
場
所

で
行
わ
れ
る
故
に
、
い
つ
も
相
手
を
信
じ
、
相
手
を
裏
切
ら
な
い
行
動
を
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
、
そ
れ
が
「
フ
ェ
ア
プ
レ
ー
の
精
神
の
非
常
に
純
粋
な
も
の
」

と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
登
山
は
人
間
に
対
す
る
「
信
頼
」
　
の
上
に
成
り
立
つ

ス
ポ
ー
ツ
だ
と
言
お
う
と
し
て
い
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
登
山
紋

か
ら
、
「
氷
壁
」
を
捉
え
直
し
て
み
る
と
、
魚
津
は
登
山
家
の
「
フ
ェ
ア
プ
レ

ー
の
精
神
」
に
徹
し
た
男
だ
と
言
う
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。
さ
ら
に
付

け
加
え
れ
ば
、
八
代
教
之
助
を
「
信
じ
ろ
」
と
常
盤
が
言
っ
た
の
も
、
魚
津
の

よ
き
理
解
者
と
し
て
、
魚
津
に
こ
の
「
フ
ェ
ア
プ
レ
ー
の
精
神
」
を
忘
れ
て
は

r

な
ら
な
い
と
い
う
指
示
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
な
く
も
な
い
。
「
エ
ン
ジ
ニ
ア
」

の
立
場
か
ら
「
良
心
的
」
な
実
験
を
や
っ
た
に
違
い
な
い
八
代
教
之
助
に
対
し

て
、
そ
の
「
実
験
そ
の
も
の
を
疑
ぐ
る
」
こ
と
は
、
あ
る
意
味
で
「
フ
ェ
ア
プ

レ
ー
の
精
神
」
に
反
し
か
ね
な
い
か
ら
で
あ
る
。
当
の
魚
津
は
、
八
代
と
い
う
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「
人
間
は
信
じ
」
る
こ
と
が
で
き
た
。
だ
が
、
実
験
の
結
果
に
つ
い
て
は
決
し

て
承
服
し
た
わ
け
で
な
く
、
「
そ
の
実
験
方
法
に
な
に
か
間
違
い
は
な
か
っ
た

か
」
と
言
い
た
い
気
持
ち
が
あ
っ
た
。
し
か
し
彼
は
「
そ
の
誘
惑
に
耐
え
た
」
。

常
盤
の
助
言
に
よ
っ
て
、
魚
津
は
登
山
家
の
生
き
方
を
辛
く
も
崩
さ
ず
に
済
ん

だ
の
で
あ
る
。三

以
上
の
検
討
か
ら
、
魚
津
は
「
登
山
家
」
と
し
て
「
孤
独
に
耐
え
」
、
そ
し

て
ま
た
「
登
山
家
」
と
し
て
小
坂
を
「
信
頼
」
し
抜
い
た
男
と
見
て
よ
か
ろ
う
。

井
上
靖
は
「
世
俗
」
の
中
で
の
魚
津
の
「
孤
独
」
と
「
信
頼
」
か
ら
、
登
山
家

の
精
神
、
す
な
わ
ち
（
ア
ル
ビ
ニ
ズ
ム
）
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
よ
う
と
し
た
の

で
は
な
い
か
。
そ
れ
は
次
の
よ
う
な
執
筆
の
い
き
さ
つ
か
ら
も
裏
付
け
ら
れ

る
。井

上
靖
は
r
過
ぎ
去
り
し
日
長
で
・
「
ナ
イ
ロ
ン
・
ザ
イ
ル
事
件
」
を
読

ん
だ
際
、
直
ち
に
そ
れ
を
「
小
説
の
材
料
」
に
し
た
い
と
思
っ
た
こ
と
を
記
し

た
上
で
、
さ
ら
に
次
の
よ
う
に
続
け
て
い
る
。

私
は
登
山
家
で
は
な
い
の
で
、
雪
の
穂
高
で
起
っ
た
事
件
に
つ
い
て
、

い
か
な
る
判
断
も
く
だ
す
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
小
説
に
取
り
扱
う
に

し
て
も
、
第
三
者
と
し
て
事
件
を
客
観
的
に
書
く
以
外
仕
方
な
い
と
思
っ

た
。し

か
し
、
こ
の
私
の
考
え
を
完
全
に
く
つ
が
え
し
た
の
は
、
安
川
茂
雄

氏
の
紹
介
で
、
事
件
の
渦
中
の
人
物
で
あ
る
若
い
石
原
国
利
氏
に
会
い
、

そ
の
人
柄
に
打
た
れ
た
こ
と
で
あ
っ
た
。

－
で
も
、
実
際
に
切
れ
た
ん
で
す
か
ら
ね
。

と
い
う
短
い
言
葉
を
繰
り
返
し
て
い
る
だ
け
の
青
年
の
眼
に
は
、
い
さ

さ
か
の
濁
り
も
な
か
っ
た
。
私
は
氏
の
言
う
よ
う
に
、
ザ
イ
ル
は
切
れ
た

の
に
違
い
な
い
と
思
っ
た
。
作
家
と
し
て
は
、
こ
の
眼
を
信
ず
る
他
は
な

か
っ
た
。
（
中
略
）
遭
難
者
の
兄
で
あ
る
石
岡
繁
雄
氏
も
ま
た
、
こ
の
石

原
氏
の
眼
を
信
じ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
と
思
っ
た
。

私
は
「
氷
壁
」
と
い
う
小
説
の
主
人
公
を
、
石
原
氏
の
立
場
に
置
い

た
。

井
上
靖
は
、
石
原
国
利
氏
の
「
人
柄
に
打
た
れ
」
、
「
石
原
氏
の
眼
を
信
じ

て
」
、
主
人
公
の
魚
津
を
「
石
原
氏
の
立
場
に
置
い
た
」
。
こ
の
作
者
の
モ
デ

ル
に
対
す
る
「
信
頼
」
が
、
「
氷
壁
」
に
十
二
分
に
反
映
さ
れ
て
い
る
こ
と
は

言
う
ま
で
も
な
い
。
特
に
常
盤
大
作
が
魚
津
に
寄
せ
る
「
信
頼
」
、
例
え
ば

「
僕
は
魚
津
君
と
い
う
人
間
を
信
じ
ま
す
」
と
い
う
言
葉
な
ど
は
、
井
上
靖
の

石
原
国
利
氏
へ
の
思
い
が
そ
の
ま
ま
現
れ
て
い
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。
し
か

も
、
そ
の
石
原
氏
ら
岩
稜
会
は
、
r
ナ
イ
ロ
ン
・
ザ
イ
ル
事
件
」
の
本
文
撃
、

「
フ
ェ
ア
プ
レ
イ
の
精
神
に
立
っ
て
、
す
べ
て
の
私
情
私
怨
を
す
て
」
て
、

「
蒲
郡
事
件
の
追
求
」
に
あ
た
る
と
の
決
意
を
記
し
て
い
る
。
「
フ
ェ
ア
プ
レ

イ
」
ま
た
は
「
フ
ェ
ア
プ
レ
イ
の
精
神
」
と
い
う
言
葉
が
、
そ
こ
に
は
合
計
六

回
も
登
場
す
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
意
味
は
、
魚
津
が
用
い
る
同
じ
言
葉
の
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表
わ
す
と
こ
ろ
と
必
ず
し
も
一
致
し
な
い
が
、
事
件
追
求
の
姿
勢
を
表
明
し
た

そ
の
言
葉
と
、
井
上
靖
の
石
原
氏
へ
の
　
「
信
頼
」
と
が
結
び
合
っ
て
、
魚
津
恭

太
像
の
形
成
に
少
な
か
ら
ぬ
影
響
を
与
え
た
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に

そ
の
本
文
篇
を
読
ん
で
い
く
と
、
岩
稜
会
は
本
来
「
俗
世
間
か
ら
た
と
え
わ
ず

か
の
時
間
で
も
は
な
れ
、
神
の
よ
う
に
、
純
粋
な
場
所
で
す
べ
て
を
忘
れ
て
生

活
す
る
喜
び
を
え
よ
う
と
す
る
こ
と
」
を
目
的
と
す
る
団
体
だ
が
、
し
か
し
事

件
の
追
求
に
あ
た
っ
て
、
「
前
人
未
踏
の
困
難
な
岩
壁
に
立
ち
向
つ
た
時
の
そ

れ
と
異
な
ら
な
い
」
気
持
ち
で
「
ぶ
つ
か
っ
て
ゆ
く
」
と
い
う
記
述
を
見
る
こ

と
も
で
き
る
。
も
と
も
と
「
孤
独
に
耐
え
る
」
登
山
家
の
顔
が
好
き
だ
っ
た
井

上
靖
は
、
こ
の
よ
う
な
r
ナ
イ
ロ
ン
・
ザ
イ
ル
事
件
」
　
の
言
葉
か
ら
想
像
を
広

げ
、
先
の
氷
壁
に
一
人
で
取
り
つ
く
魚
津
の
イ
メ
ー
ジ
を
創
り
上
げ
た
と
言
え

る
か
も
し
れ
な
い
。

か
く
て
石
原
国
利
氏
と
の
出
会
い
や
、
「
ナ
イ
ロ
ン
・
ザ
イ
ル
事
件
」
　
に
見

る
岩
稜
会
の
事
件
追
求
の
姿
勢
が
井
上
靖
に
創
作
の
ヒ
ン
ト
を
与
え
、
そ
こ
に

自
ら
の
登
山
観
や
石
原
氏
へ
の
「
信
頼
」
を
結
び
つ
け
な
が
ら
モ
チ
ー
フ
を
大

き
く
膨
ら
ま
せ
て
ゆ
き
、
「
氷
壁
」
を
生
み
出
し
て
い
っ
た
と
言
え
そ
う
で
あ

る
。

お
わ
り
に

「
氷
壁
」
は
、
魚
津
恭
太
の
（
ア
ル
ビ
ニ
ズ
ム
〉
を
「
世
俗
」
の
中
で
描
き

出
し
た
小
説
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
に
は
（
ア
ル
ビ
ニ
ズ
ム
）
と
い
う
形
を
取

り
な
が
ら
、
「
孤
独
」
と
「
信
頼
」
と
い
う
モ
チ
ー
フ
が
流
れ
て
お
り
、
や
や

甘
口
の
大
衆
性
を
含
み
つ
つ
も
、
現
代
社
会
の
様
々
な
困
難
に
自
ら
挑
み
、
克

服
し
ょ
う
と
す
る
一
つ
の
生
の
有
り
様
が
示
さ
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
そ
し

て
こ
の
魚
津
の
「
孤
独
」
と
「
信
頼
」
　
の
姿
勢
は
、
井
上
文
学
の
主
要
モ
チ
ー

フ
の
あ
り
か
を
窺
わ
せ
る
も
の
で
も
あ
っ
た
。
そ
れ
故
に
「
氷
壁
」
は
た
だ
に

時
事
的
な
話
題
を
素
材
に
し
て
多
く
の
読
者
を
接
待
し
た
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
小
説

に
と
ど
ま
ら
ず
、
作
者
の
代
表
作
の
一
つ
に
な
り
得
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。

註
（
1
）
「
自
作
解
題
」
（
新
潮
社
版
r
井
上
靖
小
説
全
集
」
1
3
、
昭
4
8
・
8
）
、
r
過
ぎ
去
り
L

H
旦
（
原
題
「
私
の
履
歴
書
」
（
昭
5
2
・
1
・
1
、
3
～
3
1
百
本
経
済
新
聞
」
）
昭

5
2
・
6
、
日
本
経
済
新
聞
社
）
参
照
。
た
だ
し
、
こ
れ
ら
の
中
で
井
上
靖
は
、
報
告
会

の
タ
イ
ト
ル
を
「
ナ
イ
ロ
ン
・
ザ
イ
ル
事
件
報
告
書
」
と
記
し
て
い
る
が
、
本
論
に

記
し
た
r
ナ
イ
ロ
ン
・
ザ
イ
ル
事
件
」
が
正
し
い
。

（
2
）
福
田
宏
年
氏
は
こ
れ
ら
二
つ
の
文
章
で
前
穂
高
東
壁
に
お
け
る
遠
軽
事
故
の
日
付
を

「
昭
和
三
十
一
年
一
月
二
日
」
と
記
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
単
純
な
誤
り
。
「
昭
和
三

十
年
一
月
二
日
」
が
正
し
い
。

（
3
）
木
谷
喜
美
枝
氏
は
「
r
氷
壁
」
の
世
界
」
で
、
「
前
把
で
三
重
大
生
遭
杜
」
と
い
う
見

出
し
の
次
の
よ
う
な
新
開
記
事
（
昭
3
0
・
1
・
4
r
朝
日
新
聞
」
夕
刊
）
を
参
考
に
用

い
て
い
る
。
こ
こ
に
不
正
確
な
部
分
が
い
く
つ
か
認
め
ら
れ
る
こ
と
は
、
以
下
の
註

を
含
め
て
本
論
に
記
す
通
り
で
あ
る
。

前
稔
で
三
重
大
生
遷
杜

【
松
本
発
】
愛
知
県
海
部
部
佐
織
町
見
銘
・
三
重
大
学
一
年
生
若
山
五
㍑
君
二
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九
）
は
鈴
鹿
市
神
戸
岩
後
会
石
岡
繁
雄
リ
ー
ダ
ー
ら
一
行
十
三
人
で
北
ア
ル
プ
ス

前
穂
高
岳
登
頂
の
た
め
昨
年
末
二
十
二
日
頂
上
直
下
の
奥
又
白
地
に
ベ
ー
ス
キ
ャ

ン
プ
を
設
営
、
一
日
頂
上
へ
向
っ
て
一
行
の
鈴
鹿
市
神
戸
寺
家
町
沢
田
栄
介
（
二

二
福
岡
県
直
方
市
殿
町
、
石
原
国
利
三
五
）
両
君
と
出
か
け
た
が
、
頂
上
手

前
で
ザ
イ
ル
が
切
れ
三
人
と
も
岩
間
に
転
落
し
た
。
沢
田
、
石
原
両
君
は
奇
跡
的

に
助
か
っ
た
が
若
山
君
は
行
方
不
明
と
な
っ
た
。

（
4
）
平
成
十
一
年
八
月
十
五
日
か
ら
十
六
日
に
か
け
て
、
三
重
県
鈴
鹿
市
の
石
岡
繁
雄
氏

自
宅
（
石
岡
高
所
安
全
研
究
所
）
に
て
お
話
を
伺
っ
た
。

（
5
）
福
田
宏
年
氏
は
こ
の
論
考
の
他
に
も
二
解
説
」
（
新
潮
社
版
r
井
上
靖
小
説
全
集
」

1
3
）
や
r
増
補
井
上
璃
評
伝
覚
J
で
、
ほ
ぼ
同
じ
趣
旨
の
モ
チ
ー
フ
分
析
を
し
て
い

る
。

（
6
こ
ナ
イ
ロ
ン
・
ザ
イ
ル
事
件
」
の
本
文
箱
で
は
、
「
ナ
イ
ロ
ン
ザ
イ
ル
事
件
」
と
い
う

場
合
は
事
件
の
総
称
で
あ
り
、
こ
の
う
ち
三
十
年
一
月
二
日
の
ザ
イ
ル
切
断
事
故
を

「
前
穂
高
東
壁
事
件
」
、
同
年
四
月
二
十
九
日
の
蒲
郡
で
の
公
開
実
験
を
「
蒲
郡
事
件
」

と
区
別
し
て
呼
ん
で
い
る
。

（
7
）
以
下
の
記
述
は
「
ナ
イ
ロ
ン
・
ザ
イ
ル
事
件
」
関
係
資
料
筒
中
の
次
の
資
料
に
よ
る

（
資
料
番
号
、
資
料
名
、
資
料
年
月
日
を
記
す
。
以
下
同
じ
）
。
資
料
番
目
再
「
産
業
経

済
新
開
、
前
穂
高
東
壁
の
這
杜
を
報
道
す
る
記
き
（
昭
3
0
・
1
・
5
）
、
同
1
4
「
同
行

者
の
遭
難
望
口
並
び
に
遭
難
直
後
の
岩
稜
会
の
見
解
」
（
昭
3
0
・
1
・
8
）
、
同
1
8
「
朝

日
新
聞
（
三
重
版
）
北
ア
遭
難
体
験
記
」
（
昭
3
0
・
1
・
望
、
同
9
2
「
「
会
員
石
原
国

利
の
篠
田
氏
へ
の
告
訴
に
関
す
る
見
解
」
並
び
に
r
告
訴
状
抜
粋
ヒ
（
昭
3
1
・
6
・

22）。

（
8
）
「
石
岡
繁
雄
リ
ー
ダ
ー
」
と
の
r
朝
日
新
聞
」
夕
刊
の
記
事
（
註
（
3
）
）
は
誤
り
。

石
岡
繁
雄
氏
は
当
時
若
枝
会
の
代
表
だ
っ
た
が
、
前
年
現
役
を
引
退
し
、
こ
の
冬
期

合
宿
に
は
不
参
加
、
チ
ー
フ
リ
ー
ダ
ー
は
石
原
国
利
氏
の
兄
石
原
一
郎
氏
で
あ
っ
た

（
資
料
育
苗
お
よ
び
「
ナ
イ
ロ
宗
イ
ル
事
件
報
告
至
（
昭
㍊
・
7
・
若
稜
会
）
参

照）。＊
岩
稜
会
は
昭
和
五
十
二
年
七
月
に
r
ナ
イ
ロ
ン
ザ
イ
ル
事
件
報
告
書
」
を
改
め

て
編
集
し
、
発
行
し
た
。
同
書
と
三
十
一
年
七
月
発
行
の
r
ナ
イ
ロ
ン
・
ザ
イ
ル

事
件
」
と
の
混
同
に
注
意
さ
れ
た
い
。
な
お
、
註
T
）
に
も
記
し
た
よ
う
に
、

井
上
靖
が
「
自
作
解
題
」
や
「
過
ぎ
去
り
し
日
且
で
「
氷
壁
」
執
筆
の
参
考
資

料
と
し
て
挙
げ
て
い
る
「
ナ
イ
ロ
ン
・
ザ
イ
ル
事
件
報
告
書
」
と
い
う
書
名
は
、

小
説
連
載
か
ら
約
二
十
年
後
に
発
行
さ
れ
た
同
書
を
指
す
と
は
考
え
ら
れ
ず
・
r
ナ

イ
ロ
ン
・
ザ
イ
ル
事
件
」
の
誤
り
で
あ
る
。

（
9
）
r
朝
日
新
聞
J
夕
刊
の
記
事
（
註
（
3
）
）
に
は
「
十
三
名
」
と
あ
り
、
r
ナ
イ
ロ
ン
・

ザ
イ
ル
事
件
」
関
係
資
料
詩
に
も
、
「
十
三
き
（
資
料
育
て
は
・
同
1
8
）
と
「
十
二
名
」

（
同
型
の
二
つ
の
記
述
が
見
ら
れ
る
。
こ
こ
で
は
、
よ
り
正
確
と
思
わ
れ
る
「
告
訴

状
抜
粋
」
（
岡
里
記
載
の
「
十
二
名
」
に
従
っ
た
。
な
お
、
石
岡
繁
雄
氏
は
「
ナ
イ

ロ
ン
ザ
イ
ル
切
断
事
件
の
真
相
」
（
昭
3
3
・
7
r
岩
と
雪
」
I
）
と
題
す
る
文
章
で
・

山
石
接
会
パ
ー
テ
ィ
全
体
の
人
数
を
「
十
二
人
」
と
記
し
て
い
る
。

（
1
0
）
三
名
の
肩
書
き
と
年
齢
に
つ
い
て
は
、
r
朝
日
新
聞
」
夕
刊
（
註
（
3
）
）
お
よ
び

「
ナ
イ
ロ
ン
・
ザ
イ
ル
事
件
」
関
係
資
料
篇
（
資
料
菅
了
は
、
同
1
8
）
の
間
で
ば
ら
つ

き
が
見
ら
れ
た
た
め
、
筆
者
が
石
岡
繁
雄
氏
に
直
接
確
認
の
上
で
記
し
た
。

（
‖
）
た
だ
し
、
木
谷
氏
は
r
朝
日
新
聞
」
夕
刊
の
記
事
（
註
（
3
）
）
に
拠
っ
て
い
る
た
め

に
、
署
稜
会
パ
ー
テ
ィ
全
体
の
人
数
を
「
十
三
名
」
と
記
し
て
い
る
。

（
ほ
）
資
料
番
号
9
2
に
よ
る
。
な
お
「
朝
日
新
聞
」
夕
刊
（
註
（
3
）
）
の
石
原
国
利
氏
の
住

所
に
関
す
る
記
述
は
誤
り
。

（
1
3
）
講
演
「
小
説
に
つ
い
て
」
（
昭
3
8
・
3
r
図
書
】
）

（
1
4
）
資
料
菅
了
3
1
百
本
山
岳
会
関
西
支
部
で
の
ザ
イ
ル
検
討
会
、
雷
と
（
昭
3
0
・
2
・

9
）
に
は
、
こ
れ
ら
三
つ
の
ナ
イ
ロ
ン
・
ザ
イ
ル
切
断
事
故
が
議
題
に
上
っ
た
こ
と

が
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
同
2
1
は
、
同
じ
事
故
に
遭
っ
た
「
大
阪
市
立
大
学
山
岳
部
大

島
健
司
氏
」
が
石
岡
氏
に
宛
て
た
「
手
紙
」
（
昭
3
0
・
1
・
1
6
）
を
載
せ
た
も
の
で
あ

27



（16）（17）（18）（19）

（20）（21）（22）（23）（24）

り
・
さ
ら
に
同
1
4
中
の
「
遭
難
報
告
書
」
（
註
、
石
岡
繁
雄
氏
が
事
故
の
直
後
に
ま
と

め
・
各
新
聞
社
に
送
っ
た
も
の
）
に
は
「
東
雲
山
渓
会
」
の
事
故
が
言
及
さ
れ
て
い

る
。

石
岡
繁
雄
氏
は
r
ナ
イ
ロ
ン
ザ
イ
ル
事
件
報
告
書
」
で
次
の
よ
う
に
回
想
し
て
い
る
。

「
な
お
井
上
氏
は
、
適
当
な
ロ
マ
ン
ス
を
つ
け
た
い
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
小
説
に

な
っ
た
の
を
見
る
と
退
社
し
た
若
山
（
小
説
で
は
小
坂
）
と
、
篠
田
氏
（
八
代
教
之

T
▼

助
）
の
奥
さ
ん
（
美
奈
子
）
と
の
間
に
、
肉
体
関
係
が
あ
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、

こ
れ
に
は
驚
い
た
（
後
略
）
」

「
解
説
」
（
新
潮
社
版
r
井
上
靖
文
庫
」
は
）

拙
論
「
倣
岸
な
ど
す
黒
い
流
れ
ー
井
上
靖
r
諾
い
潮
」
若
「
」
（
平
日
・
2
r
悶
班
研

究
と
教
育
し
）
吾
画
。

～
菅
毒

以
上
の
記
述
は
r
ナ
イ
ロ
ン
ザ
イ
ル
事
件
報
告
書
」
に
よ
る
。

註
（
1
9
）
　
に
同
じ
。

註
（
1
6
）
　
に
同
じ
。

r
挽
歌
の
系
譜
戸
井
上
靖
の
世
界
上
（
昭
5
8
・
4
、
日
放
）
に
収
録
。

註
（
1
）
前
出
。

以
下
の
本
文
は
、
「
三
、
関
連
事
項
（
へ
）
我
々
の
反
省
事
項
」
に
記
さ
れ
て
い
る
。
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〔
付
記
〕

本
論
は
井
上
靖
研
究
会
創
立
記
念
大
会
（
平
日
・
1
2
・
5
、
於
因
撃
院
大
学
）
に
お
け
る
口

説
発
表
を
再
考
察
の
上
、
文
章
化
し
た
も
の
で
あ
る
。
井
上
靖
の
作
品
引
用
は
、
新
潮
社
版

r
井
上
靖
全
集
】
（
平
7
・
4
～
1
2
・
4
）
に
よ
る
。
ま
た
引
用
文
中
、
旧
字
体
は
新
字
体
に
改

め
た
。な

お
執
筆
に
あ
た
っ
て
、
石
岡
繁
雄
氏
に
多
大
な
ご
協
力
を
頂
い
た
。
記
し
て
厚
く
お
礼
申

し
上
げ
る
。

－
　
た
か
ぎ
・
の
ぶ
ゆ
き
、
鈴
峯
女
子
高
等
学
校
非
常
勤
講
師
1




